
問　

市
民
の
利
便
性
を
向
上

さ
せ
、
業
務
の
効
率
化
を
図

り
、
人
的
資
源
を
行
政
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
繋
げ
て
い
く
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
を
推

進
す
る
専
門
組
織
を
新
設
す

る
考
え
は
な
い
の
か
。

答　

Ｄ
Ｘ
は
、
革
新
的
な
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
も
た
ら
す

こ
と
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
化
を

推
進
し
て
い
く
司
令
塔
と
な

る
新
た
な
組
織
の
創
立
や
デ

ジ
タ
ル
専
門
人
材
の
外
部
登

用
を
検
討
す
る
。

問　

デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す

る
際
、
ス
マ
ホ
な
ど
の
情
報

端
末
を
扱
え
な
い
高
齢
者

や
、
経
済
的
な
理
由
で
ネ
ッ

ト
環
境
が
無
い
市
民
へ
の
対

応
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

答　

高
齢
者
等
を
対
象
と
し

た
ス
マ
ホ
教
室
を
開
催
す
る

予
定
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
環
境

が
な
い
市
民
に
は
、
従
来
の

書
面
手
続
き
と
の
併
用
や
窓

口
で
の
支
援
を
行
う
。

問　

コ
ロ
ナ
禍
の
小
中
学
校

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
関
す
る

考
え
は
ど
う
か
。

答　

現
段
階
で
は
、
一
斉
配

信
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
考

え
て
い
な
い
が
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
活
用
し
た
リ
モ
ー

ト
学
習
支
援
は
効
果
的
で
あ

る
と
考
え
る
。
家
庭
へ
の
モ

バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
の
貸
出
も

含
め
研
究
し
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
学
習
支
援
を
段
階
的

に
実
施
す
る
。

問　

ソ
ニ
ー
が
民
間
か
ら
借

り
て
い
る
駐
車
場
を
工
場
建

設
等
に
使
え
る
企
業
誘
致
用

地
と
し
て
買
収
で
き
な
い

か
。

答　

当
該
土
地
は
、
社
員
駐

車
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

る
。将
来
の
課
題
に
つ
い
て
、

同
社
と
話
し
合
い
を
重
ね
、

方
向
性
に
つ
い
て
は
協
議
が

調
っ
て
い
る
。
今
後
、
協
議

内
容
に
沿
っ
て
の
課
題
解
決

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

く
。

消
防
行
政
の
現
状
は

問　

消
防
職
員
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
昼
夜
を
問
わ
ず
業

務
に
励
ん
で
い
る
。
こ
の
よ

う
な
中
で
、
過
去
３
年
間
の

火
災
、
救
助
、
救
急
件
数
の

推
移
は
ど
う
か
。

答　

令
和
元
年
中
の
火
災
は

43
件
、
２
年
は
43
件
、
救
助

は
元
年
が
71
件
、
２
年
が
68

件
、
救
急
は
元
年
が
６
１
１

４
件
、
２
年
が
５
７
１
１
件

で
あ
る
。
令
和
３
年
は
９
月

１
日
現
在
で
火
災
が
44
件
、

救
助
が
37
件
、
救
急
が
３
９

３
６
件
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
道
路
行
政
に
つ
い
て

・
横
断
歩
道
の
設
置
に
つ
い
て

問　

国
土
交
通
省
航
空
局

は
、
空
港
経
営
計
画
に
つ
い

て
民
間
委
託
に
関
す
る
検
討

を
行
っ
て
い
る
。
鹿
児
島
県

で
も
「
鹿
児
島
空
港
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
『
日
本
の
南
の
先
進

的
グ
ロ
ー
カ
ル
拠
点
空
港
』

を
め
ざ
し
て
」
を
策
定
し
て

い
る
。
本
市
で
の
空
港
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

答　

住
環
境
の
整
備
と
し

て
、
麓
第
一
土
地
区
画
整
理

事
業
に
よ
る
宅
地
分
譲
を
進

め
て
い
る
。
ま
た
交
通
環
境

の
整
備
と
し
て
は
、
県
道
伊

集
院
蒲
生
溝
辺
線
の
有
川
工

区
が
全
面
開
通
し
、
北
薩
横

断
道
路
溝
辺
線
を
新
規
着
手

す
る
な
ど
、
地
域
住
民
、
空

港
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上

が
図
ら
れ
て
い
る
。
民
営
化

に
つ
い
て
は
、
空
港
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
に
お
い
て
「
新
た
な

ノ
ウ
ハ
ウ
や
資
金
の
必
要
性

が
生
じ
た
場
合
を
想
定
し
て

先
行
事
例
等
を
踏
ま
え
て
調

査
・
研
究
を
実
施
す
る
」
と

明
記
さ
れ
、県
が
調
査
す
る
。

今
後
も
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
。

次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
　
21
人
が
一
般
質
問
　
市
政
の
〝
そ
こ
〞
を
質
す
！

宮
田
　
竜
二  

議
員

池
田
　
綱
雄  

議
員

誘
致
企
業
の
現
状
は

鹿
児
島
空
港
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問　

市
内
居
住
者
で
、
市
外

ナ
ン
バ
ー
を
装
着
し
た
軽
自

動
車
等
を
保
有
し
て
い
る
方

を
見
か
け
る
。
市
は
ど
の
よ

う
な
対
応
を
し
て
い
る
の

か
。

答　

市
内
に
移
住
し
た
方
の

軽
自
動
車
税
等
に
つ
い
て

は
、
把
握
は
困
難
で
あ
る
。

今
後
も
広
報
誌
等
を
利
用
し

て
市
税
の
徴
収
確
保
を
図
り

た
い
。

（
仮
称
）
霧
島
市
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
設
置
に
伴
う
地
域

支
援
策
を

問　

地
域
に
貢
献
す
る
事
が

今
回
の
落
札
決
定
に
至
っ
た

大
き
な
理
由
で
あ
る
と
の
事

だ
が
、
敷
根
・
小
廻
地
区
の

要
望
に
も
し
っ
か
り
応
え
て

い
く
の
か
。

答　

事
業
者
は
、
地
域
行
事

に
協
力
す
る
な
ど
し
て
信
頼

関
係
の
構
築
を
図
る
。
市
も

地
元
説
明
会
等
を
開
催
す
る

中
で
、
地
域
の
意
見
が
あ
れ

ば
要
望
と
し
て
受
け
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
合
併
浄
化
槽
の
排
水
先
の
他

目
的
施
設
使
用
許
可
申
請

書
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

・
市
営
住
宅
の
空
き
室
の
現

状
と
対
策
に
つ
い
て

問　

中
学
校
の
部
活
に
つ
い

て
、
令
和
５
年
よ
り
土
日
の

部
活
は
地
域
に
移
行
し
て
い

く
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ

て
い
る
が
、
議
論
が
進
ん
で

い
な
い
。
学
校
と
地
域
が
協

議
す
る
場
を
設
け
ら
れ
な
い

か
。

答　

地
域
部
活
動
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
地
域
の
理
解

と
協
力
が
不
可
欠
だ
。
休
日

の
活
動
場
所
や
、
指
導
者
の

謝
金
、
対
外
試
合
の
引
率
な

ど
、
課
題
は
山
積
し
て
お

り
、
今
後
の
働
き
か
け
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

ひ
と
り
親
の
養
育
費
確
保
を

支
援
で
き
な
い
か

問　

７
割
以
上
の
ひ
と
り
親

が
養
育
費
を
受
け
取
れ
て
い

な
い
こ
と
が
、
経
済
困
窮
の

原
因
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い

る
。
未
払
い
時
に
強
制
執
行

が
で
き
る
よ
う
債
務
名
義
の

取
得
費
用
や
、
養
育
費
保
証

保
険
の
保
証
料
の
補
助
な

ど
、
養
育
費
確
保
に
向
け
た

支
援
を
行
う
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

答　

養
育
費
は
離
婚
等
に
よ

り
親
権
者
で
な
く
な
っ
て
も

支
払
い
義
務
を
負
う
も
の
で

あ
り
、
履
行
を
担
保
す
る
債

務
名
義
の
取
得
は
有
効
な
方

法
で
あ
る
。
先
に
補
助
を
行

な
っ
て
い
る
自
治
体
を
参
考

に
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活

の
安
定
を
図
る
施
策
の
一
環

と
し
て
、
調
査
・
研
究
を
し

て
い
く
。

問　

霧
島
総
合
支
所
の
２

階
、
３
階
部
分
の
活
用
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
計
画
を

考
え
て
い
る
の
か
。

答　

支
所
は
、
避
難
所
指
定

さ
れ
て
お
り
、
１
階
和
室
を

避
難
所
と
し
て
い
る
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
２
階
は
県

外
滞
在
歴
の
あ
る
方
や
接
触

者
の
避
難
所
、
３
階
は
感
染

症
対
策
に
使
用
す
る
物
品
の

収
納
場
所
や
災
害
時
に
お
け

る
非
常
食
の
備
蓄
場
と
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
令
和
６
年

度
に
計
画
さ
れ
て
い
る
霧
島

公
民
館
の
機
能
移
転
に
伴

う
、
一
時
的
な
事
業
実
施
代

替
場
所
と
す
る
計
画
だ
。
空

き
部
屋
の
活
用
は
、
避
難
所

及
び
公
民
館
事
業
・
保
健
事

業
の
調
整
場
所
と
し
て
の
機

能
を
阻
害
し
な
い
範
囲
に
お

い
て
、
課
題
の
整
理
等
を
庁

内
で
協
議
し
て
い
る
。
今
後

必
要
に
応
じ
、
あ
ら
ゆ
る
可

能
性
を
模
索
し
な
が
ら
、
利

活
用
に
向
け
た
検
討
を
継
続

し
て
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助

手
）
Ａ
Ｅ
Ａ
（
外
国
語
活

動
等
支
援
員
）
に
つ
い
て

新
橋
　
実  

議
員

山
口
　
仁
美  

議
員

軽
自
動
車
税
徴
収
強
化
を

中
学
校
の
部
活
の
地
域

移
行
を
円
滑
に

平
原
　
志
保  

議
員

霧
島
市
総
合
支
所
の
空
き
室

活
用
は

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

本
市
の
デ
ジ
タ
ル
推
進
は

松
元
　
深  

議
員鹿児島空港
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